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25⽇

国内学会発表 44 秋本真梨⼦, ⽥邉豊, 権藤栄蔵, 宮崎⾥佳, 中村尊⼦, 吉川晶⼦, 天野功⼆郎, 頸神経領域帯状疱疹に顔⾯神経⿇痺を併発した2症例, ⽇本ペインクリニック学会, 佐賀, 2023年07⽉15⽇

国内学会発表 45 ⽥邉豊, 慢性疼痛難治例とは何か︖私の提⾔・メッセージメッセージ 慢性難治性症例とは何か＆慢性疼痛医療への私の提⾔︓本学会理事からのメッセージ, 基調シンポジウム1　第52回⽇本慢性疼
痛学会, 福岡, 2023年3⽉10⽇

国内学会発表 46 ⽥邉豊, 光線療法の世界へようこそ〜LED光線を使⽤したスーパーライザーの作⽤機序・治療効果に迫る〜 ランチョンセミナー7, 第57回⽇本ペインクリニック学会, 佐賀, 2023年7⽉14⽇



国内学会発表 47 ⽥邉豊, 神経ブロックの⼿技料について 超⾳波ガイド下神経ブロック、透視下神経ブロックの造影剤算定について 診療報酬Q&A, 健康保険検討委員会企画, 第57回⽇本ペインクリニック学会, 佐賀, 
2023年7⽉15⽇

国内学会発表 48 秋本真梨⼦, ⽥邉豊, 権藤栄蔵, 天野功⼆郎, 星状神経節近傍⾚外線照射照射の⾃律神経系に及ぼす影響の検討〜従来型とLED搭載型との⽐較〜, 第34回⽇本レーザー治療学会,　栃⽊, 
2023年6⽉17⽇

国内学会発表 49  橘とも⼦, 中島孝, 丸⾕美紀, ⽥邉豊, 慢性の痛み患者への就労⽀援の推進に資する研究, 第82回⽇本公衆衛⽣学会総会, 茨城, 2023年11⽉2⽇

国内学会発表 50 飯⽥史絵, ⾮⻭源性⻭痛に対し桂枝茯苓丸が有効であった1症例, ⽇本東洋医学会学術総会, 福岡, 2023年6⽉17⽇

国内学会発表 51 飯⽥史絵, ⼭⼝敬介, 中村かんな, 帯状疱疹関連痛に対して呉茱萸湯と補中益気湯が有効であった症例, 第52回⽇本慢性疼痛学会, 福岡, 2023年3⽉11⽇

国内学会発表 52 ⼭⼝敬介, 飯⽥史絵, 当センター「⻑寿いきいきサポート外来（フレイル・サルコペニア外来）」を受診し、当科に紹介された患者について, 第45回⽇本疼痛学会, 福島, 2023年12⽉8⽇

国内学会発表 53 ⼭⼝敬介, 胸部遷延性術後痛と 上肢複合性局所疼痛症候群による難治性慢性疼痛に対して 脊髄刺激療法が有効であった1例, 第37回⽇本ニューロモデュレーション学会, 東京, 2023年4⽉10
⽇

国内学会発表 54 中村かんな, 飯⽥史絵, 今井美奈, ⼭⼝敬介, 仙腸関節痛に対し後仙腸靱帯を治療対象として⾼周波パルス療法を施⾏した2症例, ⽇本ペインクリニック学会第57回学術集会, 佐賀, 2023年7⽉
14⽇

国内学会発表 55 ⼋⼦⼀, 久⽶村正輝, ⼭﨑翔, 中村萌, 櫻庭園⼦, 洪景都, 帝王切開術後鎮痛における多孔式カテーテルによる創部への局所⿇酔薬投与の実施経験, ⽇本区域⿇酔科学会, 第10回学術集会, 
⼤阪, 2023年4⽉14⽇

国内学会発表 56 尾前毅, ポスターディスカッション︓循環（臨床）コメンテータ, ⽇本⿇酔科学会第70回学術集会, 兵庫, 2023年6⽉2⽇

国内学会発表 57 前原知典, 櫻庭園⼦, 久⽶村正輝, 尾前毅, 太⽥正孝, ⼭﨑翔, 脊椎⼿術におけるレミマゾラムとプロポフォールの⿇酔導⼊時の⾎圧に与える影響についての後ろ向き検討, ⽇本⿇酔科学会第70回
学術集会, 兵庫, 2023年6⽉2⽇

国内学会発表 58 吉河惇, 洪景都, 中村萌, 特発性三叉神経痛と診断された下顎抜⻭後の下⻭槽神経腫の1症例, ⽇本ペインクリニック学会第57回学術集会, 佐賀, 2023年7⽉14⽇

国内学会発表 59 ⽚⼭彩夏, ⼋⼦⼀, 岩佐美, ⼭﨑翔, 尾前毅, 周術期の厳密な体温管理により安全に管理できた寒冷凝集素症患者の全⾝⿇酔の⼀例, ⽇本⿇酔科学会 東海・北陸⽀部第21回学術集会, 静
岡, 2023年9⽉2⽇

国内学会発表 60 ⽚⼭彩夏, ⼭﨑翔, ⼋⼦⼀, 尾前毅, 周術期に発⽣した難治性の上室性不整脈が、気腹中のみ洞調律に復帰した⼀例, ⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第28回学術⼤会, 奈良, 2023年9⽉17⽇

国内学会発表 61 洪景都, ⽚⼭彩夏, ⼭﨑翔, 櫻庭園⼦, ⼋⼦⼀, 尾前毅, 鎮静下経カテーテル⼤動脈弁置換術（TAVI）中にアナフィラキシーショックを発症した1例, ⽇本臨床⿇酔学会第43回⼤会, 宮崎, 
2023年12⽉7⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 川越いづみ, 適切なDuble Lumen Tubeの選択, 東京DLTセミナー, 東京医科⻭科⼤学内会議室, 2023年02⽉25⽇

特別講演・
招待講演 2 川越いづみ,  呼吸器外科⿇酔を考えよう, ⿇酔科サブスぺ領域 up to date , Web配信場所　六本⽊ヒルズアカデミー, 2023年03⽉18⽇



特別講演・
招待講演 3 川越いづみ, 第６回コヴィディエン⼤阪周術期セミナー, ホテル阪神⼤阪, 2023年05⽉13⽇

特別講演・
招待講演 4 川越いづみ, ムンディファーマ社内研修会, ムンディファーマ株式会社本社会議室, 2023年06⽉15⽇

特別講演・
招待講演 5 川越いづみ, 2023年度⾮侵襲モニタリング臨床使⽤検討会, 東京ベイコート倶楽部 Hotel & Spa Resort, 2023年07⽉22⽇

特別講演・
招待講演 6 川越いづみ, 明⽇から使える神経ブロック, 第２回⽂京区PNBセミナー, 東京, 2023年09⽉30⽇

特別講演・
招待講演 7 川越いづみ, ブロンコキャスを極める, 秋⽥⿇酔セミナー, 秋⽥, 2023年10⽉27⽇

特別講演・
招待講演 8 川越いづみ,　適切なDubble LumenTubeの選択 富⼭⿇酔セミナー, 富⼭, 2023年11⽉24⽇

特別講演・
招待講演 9 藤野隆史, 末梢神経ブロック初⼼者から脱却する　下肢領域全般, 第1回岐⾩県周術期PNBセミナー＠岐⾩「周術期PNBを当たり前の技術に」, 岐⾩⼤学医学部附属病院, 2023年7⽉1⽇

特別講演・
招待講演 10 藤野隆史, 【⽇本区域⿇酔学会認定ハンズオンワークショップ】「初級者コース 下肢」, ⽇本区域⿇酔学会第10回学術集会, ⼤阪, 2023年4⽉14⽇

特別講演・
招待講演 11 千葉聡⼦, 池宮博⼦, 原厚⼦, 岡⽥薫, ⾦⼦瑞恵, 清⽔礼佳, ⼭⼝敬介, 川越いづみ, 井関雅⼦, ペインクリニックでの神経ブロックの今〜腰部下肢と会陰部〜, 第10回　⽇本区域⿇酔学会, ⼤

阪, 2023年4⽉14⽇

特別講演・
招待講演 12 千葉聡⼦, 脊椎疾患の痛みを緩和するには積極的に神経ブロックを施⾏しよう︕, ⽇本ペインクリニック学会第57回学術集会, 佐賀, 2023年7⽉14⽇

特別講演・
招待講演 13 原厚⼦, 井関雅⼦, 川越いづみ, ⿊⽥唯, 掛⽔真帆, 林愛, 宇⽥川梨⼦, 河内順, 後藤友理,  APSからTPSへー当院での試みー（シンポジウム︓術後疼痛管理を繋げる︓急性術後疼痛管理から

ペインクリニックへ), ⽇本ペインクリニック学会第57回学術集会, 佐賀, 7⽉14⽇

特別講演・
招待講演 14 濱岡早枝⼦, 疲労せず燃え尽きずに、チームの知識と技術を有効に活⽤して痛み治療に取り組むために, ⽇本ペインクリニック学会第57回学術集会, 佐賀, 2023年7⽉15⽇

特別講演・
招待講演 15 濱岡早枝⼦, がん関連疼痛の管理〜神経障害性疼痛を中⼼に〜, がん合併症のトータルマネジメントセミナー, 御茶ノ⽔トライエッジカンファンレンスルーム, 2023年8⽉31⽇

特別講演・
招待講演 16 ⼭⽥恵⼦, 疼痛研究における患者報告式アウトカム尺度の活⽤⽅法, ⽇本ペインクリニック学会第57回学術集会, 佐賀, 2023年7⽉15⽇

特別講演・
招待講演 17 井関雅⼦, 慢性疼痛治療にオピオイド鎮痛薬は必要か?-オピオイド鎮痛薬の適正使⽤を考える-　⾮がん性慢性疼痛に対するオピオイド鎮痛薬の投与期間と休薬を考える.多様な疼痛疾患にどう対応す

べきか, 第52回⽇本慢性疼痛学会,  福岡, 2023年2⽉10⽇.

特別講演・
招待講演 18 井関雅⼦, ペインクリニシャンの育成に向けて-⼤学病院におけるペインクリニック教育-輝く⽇本の未来のために次世代のペインクリニシャンを育成しよう.⽇本ペインクリニック学会第57回学術集会, 佐賀，

2023年7⽉14⽇

特別講演・
招待講演 19 井関雅⼦, 慢性疼痛治療の現状と今後への期待, 第52回⽇本慢性疼痛学会, 福岡, 2023年2⽉9⽇

特別講演・
招待講演 20 井関雅⼦, 教育講演 「⿇酔科医が知っておくべき痛みの臨床とインターベンショナル」 治療の可能性, 第45回⽇本臨床⿇酔学会, 宮崎, 2023年12⽉9⽇



特別講演・
招待講演 21 井関雅⼦, 疼痛医療のハブ＆スポーク, 第21回愛知県⿇酔科医会, 名古屋, 2023年11⽉8⽇

特別講演・
招待講演 22 井関雅⼦, 帯状疱疹関連痛に対する治療ストラテジー, 第39 回⽇本臨床⽪膚科医会総会･臨床学術⼤会, 北海道, 2023年6⽉17⽇

特別講演・
招待講演 23 井関雅⼦, がんサバイバーの疼痛緩和法.最新の知⾒, 第三回がんサバイバーの痛みを考える会, WEB, 2023年11⽉7⽇

特別講演・
招待講演 24 須賀芳⽂, ⿇酔科専⾨医をめざすために必要な周産期⿇酔の知識, 第5回⽇本周産期⿇酔科学会WEBセミナー, 2023年9⽉23⽇

特別講演・
招待講演 25 井上理恵, 私のこだわり－⺟と⼦に優しい帝王切開の⿇酔－私の施設のこだわり-術前評価から⿇酔計画-, ⽇本臨床⿇酔学会第43回⼤会, 宮崎, 2023年12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 26 秋本真梨⼦, 無痛分娩ハンズオンセミナーインストラクター, 第2回⽇本周産期⿇酔学会, 福岡, 2023年3⽉25-26⽇

特別講演・
招待講演 27 ⽥邉豊, 痛みセンターにおける医科⻭科連携に関するシンポジウム　コメンテーター 厚⽣労働省　令和4年度慢性疼痛診療システム普及・⼈材養成モデル事業, Web開催, 東京, 2023年2⽉20⽇

特別講演・
招待講演 28 ⼋⼦⼀, ⼭﨑翔，櫻庭園⼦, 久⽶村正輝, 超⾳波ガイド神経ブロックハンズオンセミナー実技実習　第１回静岡県東部地区　神経ブロックハンズオンセミナー, 静岡, 2023年3⽉4⽇

特別講演・
招待講演 29 ⼋⼦⼀, 講義①上肢ベーシック　第１回静岡県東部地区　神経ブロックハンズオンセミナー, 静岡, 2023年3⽉4⽇

特別講演・
招待講演 30 櫻庭園⼦, 講義②下肢ベーシック　第１回静岡県東部地区　神経ブロックハンズオンセミナー, 静岡, 2023年3⽉4⽇

特別講演・
招待講演 31 久⽶村正輝, ハンズオンワークショップ実技2　初⼼者コース　上肢（インストラクター）⽇本区域⿇酔学会　第10回学術集会, ⼤阪, 2023年4⽉14⽇

特別講演・
招待講演 32 久⽶村正輝, TAPAブロックの現状と今後の展望　ランチョンセミナー6（共催セミナー）⽇本区域⿇酔学会　第10回学術集会, ⼤阪, 2023年4⽉15⽇

特別講演・
招待講演 33 ⼋⼦⼀, 第1回⿅児島区域⿇酔サマーセミナー　インストラクター, ⿅児島, 2023年7⽉8⽇


